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管理番号：審判委員会 第 2019-2号 

2019.4.1 

 

 

全 日 本 空 手 連 盟 

 

形競技 

審判試験問題 

 

 

答案用紙は試験官に提出すること。解答は全て答案用紙に記入すること氏名、所属団体、

番号、その他必要事項を解答用紙に記入のこと。 

 

試験会場では、その他の用紙又は本を机上に置いてはならない。試験中、他の受験者と 

話し合ったり、カンニングが発見された場合は、不合格となる。試験の手順等について 

不明な点がある場合は、試験官に質問すること。 

 

筆記試験及び実技試験の結果は、所属する競技団体に送付される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年１月  
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形  試  験 

 

セクション１：  正誤問題 

 

全ての状況に当てはまる場合は答案用紙の“正”の欄に、そうでない場合は“誤”の欄に 

“Ｘ”を記入のこと。各問１点。 

 

１．競技者はプールにより無地の青または赤の帯を着用する。 

２．形試合の時間は、分解も含め６分である。 

３．形試合では、競技者自身が所属する流派で指導された僅かな変化は許される。 

４．形競技では、眼鏡は禁止される。 

５．競技者数が予選のグループ数を決定する。 

６．前試合でメダルを獲得した競技者は、次の試合でシードする。 

７．シード権を有する競技者が不参加の場合、シード権は下降しない。 

８．形試合の予選では、競技者数に基づき同人数のグループに分けられる。 

９．各グループの競技者数は、８名を超えてはならない。 

１０．競技者数が９７名以上の場合、グループ数は２倍の１６グループとなる。 

１１．審判員は、演武されている道場の形の正確な基本を見なければならない。 

１２．形演武を始める位置には、競技場境界線内に小さなＸ印で記される。 

１３．一致性とは、流派の基本形の動きと矛盾がないことを意味する。 

１４．メダル獲得で良く知られた競技団体に所属する競技者には、特別な配慮をすべきで 

ある。 

１５．形演武を始める位置は、競技場の２メートル内側、主審に向かう。 

１６．チームメンバーによる形演武開始及び終了の号令は、外部的な合図とは見なされ 

ない。 

１７．形競技では、マットは全て同色でなければならない。 

１８．審判員は演武されている形（競技者の所属する流派の形）の正確な基本を見なけれ 

ばならない。 

１９．グループの試合毎に審判団を変えても良い。 

２０．形と分解の演武時間は、合わせて５分である。 

２１．形試合では、空手着の袖をまくってはならない。 

２２．記録席に形名を告げるのは、コーチ又は競技者の責任である。 

２３．各審判団の人数は、どの試合においても５名に減らすことができる。 

２４．引き分けの際にのみ演武された形は、繰り返し演武することができる。 

２５．空手着のズボンは、すねの半分を覆うくらいであれば少々短くてもよい。 
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２６．形と分解の合計の演武時間は、５分間である。 

２７．形と分解の合計の演武時間は、７分間である。 

２８．記録席係には、時計係、得点係、呼び出し係が含まれる。 

２９．技術面と競技面の得点は、別々に与えられる。 

３０．形試合の審判は、競技者と同じ所属団体であってはならない。 

３１．リボン及びその他のヘアアクセサリーの使用は組手試合では禁止されているが、形 

試合では許される。 

３２．団体形のメダル獲得に係わる試合では、分解を演武する。 

３３．各試合における３名又は５名の審判団は、コート主任によって指名される。 

３４．ＷＫＦ世界ランキング又はオリンピックスタンディングと無関係の大会では、審判

団の数を５名に減らすことができる。 

３５．各試合における５名の審判団は、正・副審判長によって指名される。 

３６．合計点の５０％が技術面、５０％が競技面に割り当てられる。 

３７．女子競技者は空手着の下に白無地のＴシャツを着用しなければならない。 

３８．女子競技者は空手着の下に白無地のＴシャツを着用してもよい。 

３９．ズボンの長さは、少なくとも脛の３分の２を覆い、踝まであってはならない。 

４０．無認可の服装及び用品の着用は禁止される。 

４１．目立たないゴムバンド又はポニーテールを結ぶ物の使用は、形試合では許される。 

４２．競技場は、連続した形の演武ができるよう十分な広さでなければならない。 

４３．組手競技で使用されるマットは、形試合には適していない。 

４４．形演武の際、空手着の上着を脱いでもよい。 

４５．聞こえる合図は、一時的なバランスの崩れと同等の罰則に値する。 

４６．競技者の所属する流派で指導された変化は、許可されない。 

４７．各試合前に、演武する形を記録席に知らせなければならない。 

４８．分解演武終了後、礼をしなかったチームは違反となる。 

４９．必要とされる形の数は、登録した個人選手数、又はチーム数によって異なる。 

５０．引き分けの場合、新たに形を演武しなければならない。 

５１．審判は２つの主な評価基準に基づき、選手又はチームの演武を評価する。 

５２．２つの主な評価基準とは、技術面と競技面の演武である。 

５３．分解の際の技術のコントロール不足による負傷は、減点要素と見なされる。 

５４．３つの主な評価基準とは、一致性、正確な呼吸法、技術の難易度である。 

５５．３つの主な評価基準とは、力強さ、スピード、タイミングである。 

５６．３つの主な評価基準とは、同時性、立ち方、タイミングである。 

５７．スピードとバランスは、競技面の一部である。 

５８．力強さは、競技面の一部である。 

５９．正確な呼吸法、技、流れるような動きは、技術面の一部である。 
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６０．形の難易度、及び立ち方は、技術面の一部である。 

６１．力強さ、スピード、バランス、リズムは、競技面の一部である。 

６２．分解演武では、流れるような動き、及びコントロールは技術面の一部である。 

６３．分解演武では、バランス、タイミング、スピードは競技面の一部である。 

６４．分解演武では、力強さ、タイミング、立ち方は競技面の一部である。 

６５．分解には形同様の重要性が置かれる。 

６６．演武開始前の過大な礼は、減点要素と見なされる。 

６７．分解演武の際、技のコントロール不足により負傷を来した場合、違反となる。 

６８．演武を評価するうえで、主な評価基準２つとも同等に重要視しなければならない。 

６９．異なる形を演武した場合、又は異なる形を告げた場合、違反となる。 

７０．足をならしたり、胸や腕又は空手着を叩いたりすることは、審判団が判定を下す際

に考慮すべき点である。 

７１．演武中、数秒間の明らかなとぎれ、又は停止は、違反とはならない。   

７２．分解演武は、形演武ほど重要視されない。 

７３．審判妨害は違反につながる。 

７４．如何なる人物（他のチームメンバーを含む）からの聞こえるような合図は減点要素 

となる。 

７５．形演武中に帯が落ちた場合、違反となる。 

７６．主審の指示に背いたり品行が悪い場合、減点要素となる。 

７７．主審の指示に背いたり品行が悪い場合、違反となる。 

７８．形及び分解の制限時間６分を超過した場合、減点要素となる。 

７９．団体形競技では、チーム３名全員が主審の方に向いて演武を開始し、終了しなけれ  

   ばならない。 

８０．形演武は格闘技の点から現実的でなければならず、技の集中力、力強さ、潜在効果

を示す必要がある。 

８１．分解演武中、技のコントロール不足により負傷を来した場合、減点要素とは見なさ

れない。 

８２．少々のバランスの崩れは、形演武を評価するうえで問題とはならない。 

８３．形及び分解時間の制限時間５分を超過した場合、違反となる。 

８４．形演武では力強さ、バランス、スピードを演武しなければならない。 

８５．少しバランスを崩した場合、形演武を評価するうえで考慮しなければならない。 

８６．体の移動が終わる前に技を出すなどの非同時性の動きは、減点要素と見なされる。 

８７．無闇に息を吐くことは、審判団が決定する際考慮される。 

８８．団体戦における動きの不一致は、減点要素とは見なされない。 

８９．不正確な動き又は不十分な作法は、減点要素と見なされる。 
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９０．時間の浪費（行進を長引かせた場合も含む）、過度の礼、または演武開始までに時間   

   を取り過ぎた場合、減点要素と見なされる。 

９１．足をならしたり、胸や腕又は空手着を叩く等は、聞こえる合図である。 

９２．聞こえる合図は、減点要素とは見なされない。 

９３．無闇に息を吐くことは、聞こえる合図ではない。 

９４．不十分なブロック又は攻撃部位への不十分な突きは、減点要素と見なされる。 

９５．分解演武中、技のコントロール不足により負傷を来すことは許される。 

９６．チームメンバーは、同時性の他にあらゆる面を演武しなければならない。 

９７．演武開始及び終了の号令は、審判団が判定を下す際に考慮すべき点である。 

９８．記録席に申告した形がその試合に適切な形であるかどうかを確認するのは、競技団

体の会長の責任である。 

９９．分解演武において、倒れた競技者は片膝を立てるか立ち上がらなければならない。 

１００．形競技において、引き分けは起こり得る。 

１０１．引き分けを解決する際、競技者の本戦での得点は、記録されない。 

１０２．１試合（１ラウンド）とは、１グループの全試合を意味する。 

１０３．競技者は演武終了後、結果が出るのをコート内で待つ。 

１０４．各グループの演武終了後、２名のみが次の試合に進む。 

１０５．競技者は、認定形リストの中からどの形を選んでもよい。 

１０６．演武開始時及び終了時に礼をしなかったチームは、違反となる。 

１０７．伝統的な武器、補助具の使用または衣装の着用は許される。 

１０８．個人形演武は、演武開始の礼から演武終了時の礼までが評価対象となる。 

１０９．演武中に帯が緩み臀部まで下がった場合、減点要素となる。 

１１０．演武中に帯が緩み臀部まで下がった場合、違反となる。 

１１１．競技者が違反となった場合の得点は ０．０で表示される。 

１１２．技術面には８つの評価基準がある。 

１１３．分解演武において、頸部への蟹鋏技は禁止されているが、胴部への蟹鋏技は 

許される。 

１１４．２グループのトップ３の競技者のみがメダルに係る試合に進むことができる。 

１１５．分解演武において、頸部への蟹鋏技は禁止されていない。 

１１６．競技者は正面に礼、お互いに礼の後、競技場から出る。 

１１７．審判団が形演武を評価する際、聞こえる合図は非常に深刻な減点要素とみなす 

必要がある。 

１１８．全予選試合終了後、コート主任は、正・副審判長、及び事務長にコートから８名

を記載したリストを提出しなければならない。 

１１９．一致性とは競技面の評価基準の１つである。 

１２０．一致性とは、技術面の評価基準の１つである。 


